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パブリックコメント（意見公募）の実施結果について 

 

・案 件 名  第３次伊東市障害者計画 

・実 施 期 間  平成２６年１月２２日(水)～平成２６年２月２１日(金) 

・担 当 課  社会福祉課 

・意見提出数  ４人・５９件（延べ数） 

 

頂いた御意見の内容と市の考え方 

受付 

番号 
頁 意 見 内 容 市の考え方 

1-1 － 伊東市としての福祉の方向性が明確に提示されていないと思います。 

本計画に定める障害者福祉の方向性は、５ページ「第２ 基

本目標」において「全ての障害者が社会を構成する一員とし

て、自立した生活をし、社会のあらゆる分野の活動に参加す

る機会を確保することを目指します。」としています。 

1-2 － 今までの施策と結果・反省。それをうけての新しい施策はどれかわかりません。 

御意見の内容につきましては、明確に区分して記載をしてお

りませんが、今までの施策の結果・反省は策定懇話会におい

て出された意見を計画に反映させており、法制度の改正に伴

う新しい施策も記載しております。 

1-3 － 
障害がある方が自立するのになにが困っていて、それを行政ができる範囲でど

ういうことがサポートできるかだけで十分な気がしています。 

障害者のニーズは個々人の状況によって多種多様となって

おりますので、このような基本的な計画を定めて幅広いニー

ズに対応していこうとするものです。 
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1-4 － 
東京オリンピック・パラリンピックに向けての施策と整備したものの活用方法

はどうなっていますか。 

東京オリンピック・パラリンピックについて、現時点での取

組はありませんが、市として政策的に事業を実施することに

なった際は、障害者福祉の面での取組を行います。 

1-5 － 
あらゆるところで“推進します。”、“図ります。”、“実施します。”と言う言葉が

書いてありますが、なに１つ具体的になっていない気がします。 

本計画は障害者福祉に関する基本的な方針を定めるもので

すので、そのような表現となっております。 

1-6 － 
タイムテーブル（実施期限の入ったもの）がありません。具体的に５年間でな

にをするのですか。 

本計画は障害者福祉に関する基本的な方針を定めるもので

あること、また、障害者福祉を取り巻く法整備が流動的であ

ることなどにより具体的なタイムテーブルは記載しており

ませんが、頂きました御意見につきましては関係機関等と十

分な協議を重ねる中で研究・検討をしていきます。 

1-7 ４ 
「第１ 基本理念」の中に“（バリアフリー）ための施策を具現化し”とありま

すが具体的になにをするのですか。 

本計画に基づく全ての施策が該当するものと考えておりま

すので、それらの施策を実施してまいります。 

1-8 ４ 
“これらの基本理念が広く深く市民に浸透し”とありますが、具体的にどうや

って浸透させていくのですか。 

２０ページに記載している啓発・広報活動等により浸透を図

っていこうと考えております。 

1-9 ５ 
“ふれあいの場を広げるために”シャッターの降りているお店等の有効利用は

考えていませんか。また、そのための市のサポートはないのですか。 

事業主への賃料補助制度等により、空き店舗の有効活用を進

めています。 

1-10 ５ 
「第２ 基本目標」の中に“自主的な活動の支援等の施策を推進します。”とあ

りますが具体的になにをするのですか。 

２５ページ「第６ 障害者の自主的活動の支援」に記載して

ある施策を実施してまいります。 
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1-11 19 

“市民に対する啓発・広報活動を充実させます。”と書いてありますが、本当に

啓発・広報活動をすることで、市民一人一人が障がいに対する理解が深められ

ると思っていますか。 

啓発・広報活動を充実させることで、より多くの人の理解が

深められるものと考えています。 

1-12 23 

“障がい者を対象とした講座の企画等も検討する必要があります。”でＰＣを使

って５択位から選ぶ試験は、障がい者用ではないですが、終わった瞬間に採点

されたりするものが１５年以上前からあります。 

より障害者が参加しやすくなるような用具等の配備も必要

であると認識しております。 

1-13 27 

“予防のための施策を強化する”とありますが、障がいを持たないことが一番。

予防（自動車等の取り締まりの強化等も含む）の強化は財政的な面からも絶対

に必要。 
御意見のとおりであると認識しております。 

1-14 31 
“アンケート調査によると”ではなく、計画を考える当事者が実際に行ったり

普段感じていることも重要だと思う。 

本計画には、職員が業務を行う中で感じることや障害者のニ

ーズも込めさせていただいております。 

2-1 １ 

「平成２５年度中に策定されること」「平成２５年４月に施行されること」につ

いて 

現時点では既に策定されていることから、次の様に修正すべきだと思います。 

「平成２５年度中に策定されたこと」「平成２５年４月に施行されたこと」 

この部分は第２次計画の期間を平成２５年度まで暫定的に

延長することとした理由を記載しているものであるため、こ

のままの記載とします。 

2-2 ２ 

図１について 

「障害者計画」及び「障害福祉計画」が太枠になっていることから、この部分

が「第３次伊東市障害者計画」を指すのだろうと推測しますが、「第３次伊東市

障害者計画」と記載した方が計画の位置付けが明確になるのではないでしょう

か。 

他の伊東市保健福祉に関する個別計画と並べて掲載してお

り、５年間の計画期間内に計画次数が変わる計画もあるため

、このままの記載とします。ただし、障害者計画の位置付け

を強調するため、地域福祉計画の枠線を総合計画の枠線と同

じにし、障害者計画の枠線を二重線にします。 

※第２次伊東市地域福祉計画の策定を受け、内容を更新しま

した。 
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2-3 ４ 

「ノーマライゼーション」「リハビリテーション」「エンパワメント」「バリア

フリー」 

基本理念を語る場面で、カタカナ語が多く使われています。それぞれが一つの

概念を示す言葉であることはわかりますが、かえってわかりにくくしているの

ではないかと思います。その言葉の直前にはその概念を説明している訳ですか

ら、この場面ではカタカナ語は使わなくてもよいのではないでしょうか。 

障害者計画の策定に関わる人は、当たり前の用語として、よく理解できるのか

も知れませんが、一般市民は同じようには理解ができないかも知れません。 

また、この基本理念は、障害者基本法の第１条に記載の内容と同じ内容の部分

もあるわけですが、法律ではこうした言葉は使われていないことも参考になる

のではないでしょうか。 

このページにはまだ空きスペースもあることから、カタカナ語を使わない代わ

りに、絵解きで基本理念を説明することも一般市民の理解を容易にする一つの

方法ではないでしょうか。 

４ページ及び６ページにおいて、概念を一言で表す言葉とそ

の説明をともに記載することで認識と理解をしやすくした

いと考えますので、このままの記載とします。 

バリアフリーについては、ここからの記載を削除し、用語集

に追加します。 

絵解きにつきましては、この基本理念の理解をより容易にす

る手法の一つとして関係機関等と十分な協議を重ねる中で

調査・研究していきます。 

2-4 ５ 

「社会のあらゆる分野の活動に参加することを目指します」について 

大意は、次の通りであると理解しました。 

「この計画」は、「障害者が社会のあらゆる分野の活動に参加すること」を目指

します。しかし、これでは、障害者の皆さんがあらゆる分野の活動に参加しな

くてはならなくなります。障害者基本法第３条第１項第１号では、「全ての障害

者は、社会を構成する一員として社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動

に参加する機会が確保されること」とありますことから、次の様に修正しては

いかがでしょうか。 

「社会のあらゆる分野の活動に参加する機会の確保を目指します。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

社会のあらゆる分野の活動に参加する機会を確保すること

を目指します。 



5 

2-5 12 

「内部障害」について 

この基本計画は、障害のある人もない人も地域社会の一員として共に生活でき

る社会を目指すものですから、計画書そのものも関係者以外の方にもできるだ

け理解しやすい方がいいと思います。そこで、「内部障害」以外の傷害の種類は

言葉で大体が理解できますが、「内部障害」につきましては何のことかよくわか

りませんでした(私がわからないだけかも知れませんが)。従いまして、「内部障

害」について、注書きで説明しておいた方がよいのではないでしょうか。 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

「第１ 身体障害者の状況」の文章中、「内部障害」の次に

（内臓等の機能障害）を追記します。また、「肢体不自由」

の次に（手足・体幹の機能障害）を追記します。 

2-6 13 

(表５）「判定Ａ、Ｂ」、(表６) 「程度Ａ、Ｂ」について 

Ａ、Ｂの意味がわかりませんので注書きで説明しておいた方がよいのではない

でしょうか。知能指数の範囲を示すものだとは思いますが、ほとんどの一般市

民は何のことかわからないのではないでしょうか。 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

表５中及び用語集の療育手帳の説明文中、Ａの次に（重度）

を追記し、Ｂの次に（中度・軽度）を追記します。 

また、用語集の身体障害者手帳の説明文中、１級の次に（重

度）を追記し、６級の次に（軽度）を追記します。 

2-7 14 

(表８)「精神保健福祉手帳交付者数の推移」について 

「精神障害者保健福祉手帳」のことではないでしょうか。上記のような言い方

もするのか否かわかりませんが、もし、上記が正式名称であるなら、正式名称

を記載しておいた方がよいのではないでしょうか。 

御提案のとおり修正します。 

2-8 22 

「機会の拡大に努めます。」について 

「施策の展開」を語る時に、「努めます」という表現では、施策の展開にならな

いのではないでしょうか（以後のページにも同様の箇所あり）。単なる表現の問

題ではなく、ここでは行政の意志を示さなければならないと思います。従いま

して、次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「機会の拡大を進めます。」 

御提案のとおり修正します。 
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2-9 23 

「障害者を対象とした講座の企画等も検討する必要があります。」について 

ここでは課題を語っている訳ですから、「検討する必要があります」では、極め

て消極的で計画の体をなしていないと思います。従いまして、次の様に修正し

てはいかがでしょうか。 

「障害者を対象とした講座を開催する必要があります。」 

御提案のとおり修正します。 

2-10 23 

「ユニバーサルデザインに配慮した公共施設や設備等整備への支援及び働きか

けが必要となります。」について 

伊東市が自分の施設に対して「支援及び働きかけが必要となります。」というの

は意味がわかりません。ここでは次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「ユニバーサルデザインに配慮した公共施設や設備等の設置を進めます。」 

支援及び働きかけをするのは市有施設ではなく公共施設に

対してです。そのことをわかりやすくするため、御意見を踏

まえ下記のとおり修正します。 

ユニバーサルデザインに配慮した市有施設の整備を進める

ことと、公共施設や設備等整備への支援及び働きかけが必要

となります。 

2-11 23 

「施設の整備、競技種目等を検討します。」について 

「施策の展開」を語る時に、「検討します」ということでは、施策の展開になら

ないのではないでしょうか。ここでは行政の意志を示さなければならないと思

います。従いまして、次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「施設の整備を進めます。また、適切な競技種目等を選定します。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

施設の整備を進めるとともに適切な競技種目の選定等を行

います。 

2-12 23 

「活動の場の整備等の支援を図ります。」について 

ここは「施策の展開」ですから、「支援を図ります」では意味が不鮮明に思いま

す。従いまして、次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「活動の場の整備等を進めます。また必要な支援を図ります。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

活動の場の整備を進めるとともに必要な支援等を行います。 
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2-13 25 

「ピアカウンセリングを支援します。」について 

「ピアカウンセリングを支援する」では施策の展開として意味が不鮮明です。

行政施策によって「ピアカウンセリングの仕組みを充実」することが「ピアカ

ウンセリングを支援することになるのではないでしょうか。従いまして、次の

様に修正してはいかがでしょうか。 

「ピアカウンセリングの仕組みを充実させます。」 

御提案のとおり修正します。 

また、主要事業の「ピアカウンセリングの支援」を「ピアカ

ウンセリングの充実」に修正します。 

2-14 27 

「障害者も参加しやすい環境づくりに努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「障害者も参加しやすい環境づくりを進めます。」 

御提案のとおり修正します。 

2-15 28 

「受診率の向上を図るための啓発に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「受診率の向上を図るための啓発を行います。」 

御提案のとおり修正します。 

2-16 31 

「訪問看護事業の可能性を検討します。」について 

「施策の展開」を語る時に、「可能性を検討します」という表現では、施策の展

開にならないのではないでしょうか。単なる表現の問題ではなく、ここでは行

政の意志を示さなければならないと思います。すぐに事業にできないことが明

らかであれば、少なくとも方向性を示さなければ計画にはならないのではない

でしょうか。従いまして、次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「訪問看護事業の実施を目指して調査研究を進めます。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

訪問看護事業の実施に向けた調査・研究を行います。 
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2-17 32 

「機能訓練が行えるよう体制の整備に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「機能訓練が行えるよう体制を整えます。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

機能訓練が行えるよう体制の整備を進めます。 

2-18 32 

「歯科健康診査体制の充実に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「歯科健康診査体制を充実します。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

歯科健康診査体制を充実させます。 

2-19 38 

「福祉情報の提供に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「福祉情報を積極的に提供します。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

福祉情報の提供を充実させます。 

2-20 40 

「サービスの給付に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「サービスの給付を確実に行います。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

サービスの給付を行います。 

2-21 40 

「ニーズに合った事業の実施に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「ニーズに合った事業を的確に実施します。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

ニーズに合った事業を実施します。 

2-22 42 

「事業者・市民への啓発に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「事業者・市民への啓発を積極的に進めます。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

事業者・市民への啓発を行います。 
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2-23 42 

「職業訓練等に関する情報の提供に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「職業訓練等に関する情報の提供を積極的に進めます。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

職業訓練等に関する情報の提供を充実させます。 

2-24 44 

(2)「誘致の際には十分な検討が必要です。」について 

この計画は、伊東市が実施する計画ですから、「～検討が必要です。」では、何

のことか意味不明です。伊東市が検討が必要だと思っている訳ですから、検討

しなければならないと思いますがいかがでしょうか。従いまして、次の様に修

正してはいかがでしょうか。 

「誘致の際には十分調査し的確な判断を下します。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

事業の目的が利潤追求のみにならないようにする必要があ

ります。このことに十分配慮して誘致を行います。 

2-25 47 

(1)「不特定多数の人が利用する建築物についてはその整備に理解を求めます。

」について 

大意次の様に理解しました。「不特定多数の人が利用する」(民間の)「建築物」

の所有者あるいは管理者に、ユニバーサルデザイン化の計画的な「整備」につ

いて、行政として「理解を求めます」。もし、上記のような理解に誤りがなけれ

ば次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「不特定多数の人が利用するスーパーマーケットなどの建築物については、ユ

ニバーサルデザインの整備に理解を求めます。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

不特定多数の人が利用する民間の建築物については、ユニバ

ーサルデザイン化の整備に理解を求めます。 

2-26 47 

(2)「総合交通体系整備の検討を進めます。」について 

受付番号2-16と同じ理由で修正提案。 

「総合交通体系整備に向けて調査研究を進めます。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

総合交通体系整備に向けた調査・研究を行います。 
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2-27 49 

(1)「充実を図るとともにその周知に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「充実を図るとともにその周知を充実させます。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

「充実を図るとともにその周知をします。」 

2-28 49 

(2)「ユニバーサルデザイン化の促進に努めます。」について 

受付番号2-8と同じ理由で修正提案。 

「ユニバーサルデザイン化を促進します。」 

御提案のとおり修正します。 

2-29 51 

(2)「住宅設備となるよう協議を行っていきます。」について 

伊東市が自分の市営住宅についてだれと協議を行うのでしょうか。意味不明で

す。次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「住宅設備といたします。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

住宅を整備します。 

2-30 51 

(3)「自治体もあり、これらは本市においても参考とする必要があります。」に

ついて 

「施策の展開」を語るのに「参考とする必要があります」というのは意味不明

です。次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「自治体もあります。これら事例を伊東市に適用するための調査研究を進めま

す。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

自治体もあることから、これらの事例の調査・研究を行いま

す。 

2-31 52 

(3)「今後は公営住宅等の活用も検討する必要があります。」について 

「施策の展開」を語るのに「検討する必要があります」というのは意味不明で

す。次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「今後は公営住宅等を活用します。」 

本市公営住宅の入居待ち及び空き部屋の現状から、直ちに活

用することは困難と思われますので、御意見を踏まえ下記の

とおり修正します。 

今後は公営住宅等の活用を検討します。 
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2-32 57 

「障害者に対する取り組みを支援し、計画の推進を図ります。」について 

「支援する」主語は、「市民の方々や、企業、社会福祉法人、ＮＰＯ法人等の団

体」でしょうか。行政の「障害者に対する」「取り組み」を「市民の方々や～」

が支援するということでしょうか。もし、そうだとすれば、この文脈からでは

（立場に応じて）「支援しなければならない」という意味にもなります。障害者

基本法では国民の責務を定めていますが、「国民は、基本原則に則り、第１条に

規定する社会の実現に寄与するよう努めなければならない」という表現になっ

ています。上記の意図するところとはだいぶ違うようにも思います。極めて重

要な箇所でもあろうかと思いますので、表現の仕方を再考してはいかがでしょ

うか。 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

障害者に対する取組を行う必要があります。市はその取組に

対する支援を行い、計画の更なる推進を図ります。 

2-33 57 

「実施しています。また、障害者自身の参画を図ることも重要です。」について 

この部分は、計画の推進に向けて語るところです。状況の説明で終わっていた

のでは計画にならないのではないでしょうか。また、「重要です」で終わってし

まったのでは計画になりません。重要だからどうするかということを語らなく

てはなりません。従いまして、次の様に修正してはいかがでしょうか。 

「実施しています。引き続き積極的な協議を進めます。また、こうした協議の

場に障害者自身の参画を促進させます。」 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

実施しています。今後は障害者自身の更なる参画を得ながら

協議を行っていきます。 

2-34 57 

【組織図】について 

図がほとんど理解できません。もう少し簡便な図でもよいのではないでしょう

か。 

御意見を踏まえ簡便な図に変更をしました。 
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2-35 58 

「施策の充実・見直しについての検討を進めます。」について 

意味不明です。基本計画なのですから、もってまわった言い方はすべきではあ

りません。「施策を充実させると共に見直しをする」ということでしょうか。 

御意見を踏まえ下記のとおり修正します。 

各施策や事業の実施状況について点検・評価を行い、施策の

充実・見直しを行います。 

2-36 58 

「点検・評価を行うとともに、」について 

点検・評価を行うには、客観的な目標が設定されていなければなりません。そ

うでなければ、関係者の都合のいい点検・評価にしかならないことは明らかで

す。評価・点検は市民の皆さんが行うのであるとの認識が大事です。あるいは、

市民の皆さんになりかわって関係者が行うのだという意識が大事です。 

本計画の点検・評価につきましては、各関係団体及び組織で

構成された計画策定懇話会で出された客観的意見・要望を盛

り込む形で反映をしております。 

2-37 58 

「推進体制」のイメージ図について 

「計画目標の達成」と記載されていますが、「計画目標」はどこに掲載されてい

るのでしょうか。【施策の展開】は掲載されていますが、客観性をもった「目標

値」はどこにもありません。「目標値」を掲載しなければなりません。 

１つ前の意見と上記の意味から、このページは再考すべきではないでしょうか。 

計画目標は５ページに記載している「全ての障害者が社会を

構成する一員として、自立した生活をし、社会のあらゆる分

野の活動に参加する機会を確保すること」です。イメージ図

の下にこの文章を記載します。 

目標値については、関係機関等に諮り、十分な協議を重ねる

中で研究・検討していきます。 

2-38 － 

「アンケート調査によると」ということがいくつかの箇所に記載されています

が、どのようなアンケートを行ったのか、その概要を資料としてつけておくべ

きではないでしょうか。 

計画書には資料編として計画策定に関するアンケート調査

報告書を添付しております。 

2-39 － 
５年間の計画ですが、工程表が必要ではないでしょうか。工程表がなければ進

捗の点検・評価などできるわけがありません。 
受付番号１－６の意見に対する回答のとおりです。 
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3-1 － 

「計画の基本理念」に、「この計画は、障害のある人もない人も地域社会の一員

として、共に生活できる社会を目指す」という記述もあることから、この計画

書そのものが障害のある人にも理解できるように心掛けることが大事だと思い

ます。そこで、次の方法でこの計画書を作成してみてはいかがでしょうか。 

①計画書の中に絵解きを多用する。②全ての漢字にルビを振る。③点字に翻訳

する。④計画書を読み上げたＣＤを作成する。 

上記の方法を用いても完全ではないことはいうまでもありませんが、伊東市の

障害者計画に対する姿勢を表すには大事なことではないでしょうか。 

①本計画の理解をより容易にする手法の一つとして、関係機

関等と十分な協議を重ねる中で研究・検討していきます。 

②全ての漢字にルビを振ったページを作成して比較してみ

ましたが、読みやすさの点からルビを振らないことにしま

した。ただし、用語集においては、挙げられた用語にルビ

を振りました。 

③点字版の作成について、点字ボランティア団体に協力をお

願いします。 

④音訳版の作成について、音訳ボランティア団体に協力をお

願いします。 

4-1 22 

主要事業５項目について 

祐親祭り水上舞台、大田楽開催場所に車椅子席を設置してください。 

観光会館、ひぐらし会館ホールに車椅子席を作ってください。 

特定の箇所を挙げての具体的な要望・提案につきましては、

今後の事業実施においての参考とさせていただきます。 

4-2 23 

主要事業３項目について 

市文化財施設東海館に車椅子の立入を認めないのは市が差別を認めていること

になります。２階、３階は無理としても１階入口にスロープを。せめて１階の

客室一室に見学できる設備を作ってください。 

杢太郎記念館の入口が道路拡張のため削られて段差がきつくなり入館できなく

なりました。完全スロープ化にしてください。 

伊東公園の頂上（杢太郎碑）まで手すり付きスロープを作ってください。 

受付番号４－１の意見に対する回答のとおりです。 
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4-3 47 

観光会館エントランスに障害者用スロープを作ってください。 

町中（駅外部、湯の花通り、仲丸通り、アーケード通りのいずれか）に車椅子

利用可のトイレを作ってください。 

受付番号４－１の意見に対する回答のとおりです。 

4-4 47 

⑵ 道路・駐車環境の整備について 

道路と歩道の段差解消を促進してください。大川橋は解消されました。岡橋は

ひどく通行不便です。段差は遠くから見るとスロープに見えてとても危険。車

道との境に前輪をとられます。 

受付番号４－１の意見に対する回答のとおりです。 

4-5 49 

タクシー券助成を始めた時と同じ２４枚に戻してください。（又は同等価値の

バス利用券－１枚１００円） 

ノンステップバス運行を規則的にしてください。 

タクシー券助成につきましては、バス券やガソリン券の要望

もあることから、どのような助成の内容が最も良いか検討を

しております。 

ノンステップバス運行につきましては、４９ページに記載の

とおり取組をしていきます。 

 


